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7月 27日 重症 児 (者 )の親達 に とつては念願 基F讐 連心身障害児 (者 )を 守

る会が右川 県 でも結成 され ま した。全国 の守 る会 は “最 も弱 いもの を一人 ももれな

く守 る"と いう基本精神 のも とに 1964年 に重 い障害 児 をもつ親 たちがその趣 旨

に賛 同す る人 々 と手 を と り合 つて結成 しま した。す でに 30周 年 を迎 えてお り、 こ

の間、重症 児施設 の発足や国療 の重症 児病棟設置 な ど様 々な運動 に取 り組 んできて

お り、支部 も各県 に結成 され て います。石川 県でもこ こ数年 「重症 児の高等部 をつ

くる親の会」 の役員の方 々を中心 に守 る会支部 の結成 に向けての下準備が され て い

ました。「全 国守 る会」の会員 も 10数 名 にな り、学 習会 にも多数参 加 され るな ど

関心 も高 まつてきた ところで今 回の 「石川県重症心身 障害 児 (者 )を 守 る会」の発

足 とな りま した 。当 日は重症 児 とその親 、教師、医療 関係者 、他団体 の方 々な どが

集 まつて結成 大会が開かれ ま した。

会則や今後 の活動 につ いても話 し合われ 、役 員も選 出され ま した。 これか らは役

員を中心 に して重症 児 を取 り巻 く輪 を広 げ、子 ども達 の幸せ のため に活動 して いく

ことを確認 しあ いま した 。
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会長 益子佳苗

この度、石川県にも重症心身障害児 (者 )を もつ親の連絡 と助け合 いの組織 「石

川県重症心身障害児 (者 )を 守 る会」を発足す ることができ、活動することにな り

ました。石川県には施設 入所者、約 200人  在宅者、約 160人 がお られるとの

ことです。 しか し、その現状や悩 みを話 し合 い、相談する会が本県にはなかつたの

でございます。他県には全国重症心身障害児 (者 )を 守 る会の県支部があ り、支部

のないのは全国で 6～ 7で あ ります。数年後 にはこの会も県支部になるよう努力 し

ていくつも りでお ります。会員への情報提供 (デ イケアー、介護、医療、他 )各 グ

ループ活動の支援 (ボ ランテ イア、施設 の紹介 )、 後には 自治体の委託を受 けた福

祉活動など多 くの事業が出来れば と思 つてお ります。

日々、子 どもは成長 し、親 は年 をとつてまい ります。 自分の子 どもだけでな く、

石川県を全ての重症心身障害児 (者 )、 ひ いては親が安心 できる県に していくため

にも、今後、会員を増や し、 ご指導、 ご支援、 ご協力 をいただき、皆様のお役に立

つ全国 レベルにおいつ く組織 に してゆきた いと思 つてお ります。
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お祝 いの ことば 4等∝巡霧顆鎖D熙
国立療養所医王病院院長

石り|1克巳

石川県重症心身障害児 (者)を守る会設立おめでとうございます。

石川県には障害児関係の大きな親の会としては育成会 (手をつなぐ親の

会)と肢体不自由父母の会がありましたが、重い障害を持つ子供や成人に

はどこか取り残されている観が否めませんでした。私自身、重症心身障害

児医療に、27年前に関わるようになって、私の尊敬する重症心身障害児

の父とも呼ばれる小児科医の先輩故小林提樹先生と北浦会長等が中心になっ

て作られた全国重症心身障害児 (者)を守る会に石川県も早く参加するよ

うになればと願っておりました。1993年 (平成 5年)6月 に第30回重症

心身障害児 (者)を守る全国大会が静岡市で開かれたとき初めて参加して

以来、この思いは益々強くなりました。

この度、その第一段階として本会が設立されたことは石川県の重症児に

とって、幸せをもたらすものとして朗報であります。私の数十年に渉る祈

りが聴かれたという思いでいっぱいです。特に在宅で重い障害児 (者)を

抱えておられるご家族の幸せに援助できるようにと祈っています。

幸い重症児の親である益子会長はじめ、山本、越坂副会長の陣容の下に

全国重症心身障害児 (者)を守る会石川県支部設立準備会 もかねて、力強

く発足し、すでに第1回理事会を開き、歩みだしております。

近い将来、全国重症心身障害児 (者)を守る会石川県支部として全国の

方々と歩みを共にする会へと成長するようにと願っております。

本会設立を心からお祝い申し上げます。



石川県重症心身障害児 (者 )を 守 る会役員名簿
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役  職 氏 名 住 所 電 話

会  長 益子
1佳

苗 金沢市三馬 2-174 0762-41-8212

副会長 山本 衛

越坂 由紀子

能美郡根上町中町ツ 88-1
河北郡津幡町字庄 卜108-3

0761-55-1814
0762-89-2990

理  事 石川 克巳

西田 淳子

新保 修二郎

金沢市木越 3-9
金沢 市東兼六町 7

金沢市増泉 1-3 5-

0
16

1

0 0762-58-5645

0762-21-0560

0762-42-5235

会  計 越坂 由紀子 河北郡津幡町字庄 卜108-3 0762-89-2990

監  事 山村 多恵子 羽昨郡志賀町字釈迦堂ケ 16 0767-38-1039
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